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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

(36) 農業資金商品研修会の開催 

ＪＡ鈴鹿（三重県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 27年 4月） 

 

1 動機 

（経緯） 

当農協では、農業資金専任渉外員の設置をしていない為、営農渉外員が 

中心となり農業メイン強化先へ訪問活動を行っています。 

その際、資金の相談を受ける機会も多く、曖昧な返答にならない様に経済部門職員に

対して、知識向上を目的として商品研修会を実施しました。 

 

2 概要 ・営農渉外員・経済部門の担当者を対象として、農業資金の知識向上にむけた商品研

修会を開催 

・年に 2回（6月～7月に基礎編と 10月に応用編） 

・参加者は、約 25名（営農渉外員は原則、全員参加） 

 

3 成果 

（効果） 

農業メイン強化先への営農・経済部門職員・各渉外員による、出向く体制の強みを活

かした定期訪問活動（月 1回以上）の実施を行いました。また、各店舗からの資金相

談に迅速な対応を心掛けた結果、農業資金残高の増加に繋がりました。  

 

4 今後の予

定（課題） 

単なる研修にとどまらず、訪問時の際は顧客のニーズに沿った相談対応を心掛け、事

業間にて連携し情報収集および情報提供に努めて農業資金の獲得に取組むと共に農

業者の所得増大に向けて取組んで行きます。 
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